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 Programs

Teacher

龍谷大学　教職課程のご案内

2023年度 教員採用試験

現役合格者数　67名（※延べ人数・本学調べ）

教員免許状取得者数　277名（※実人数・3学舎合計）

教員免許状取得件数
（※延べ件数・一括申請件数をもとに算出） 603件

いい先生になる

2023年度 卒業生

龍谷大学  教職センター
https://www.ryukoku.ac.jp/faculty/kyoshoku/

〈お問い合わせ先〉



�本学で教職課程を履修するための�備として、1年生向けの�
�会を計�回（5�・10�・1�）実施します。
　��会では、教職課程履修の流れや、教職課程履修料※につ
いての��など、今後の教職課程履修を進めるにあたっての�
意事項や、事務�からの連�事項を�内します。
　その他、12�には小学校教諭免許状取得支援制度��会を
実施します。

 ���1���12��1�教職����会

　2年生より本格的に教職に関する科目の履修がスタートします。
「教職論」「学校教育社会学」「生徒・進路指導論」といった�教員に

なるための基本的な資質の向上を目的とした科目�を履修すること
で、教員に必要なスキルを身につけます。

4��教職����履修��

　介護等体験とは、特別支援学校及び社会��施設等における
介護等の体験活動のことです。特別支援学校2日間、社会��施設
等5日間、計�日間の体験が�務付けられており、�務教育に�事
する者が、�がい者や高�者に対する介護や交流をとおして、個人
の��及び社会連�の理念に関する知識を深め、教員としての資
質の向上を図り、�務教育の一層の充実を期することを目的とし
ています。
　本学においては、中学校教諭免許状取得希望者の必修となって
います。体験に先立って、前年度から��会や講演会などの事前指
導があるため、必ずす�てに参加するようにしてください。

������������

　『教育職員免許法』に基づき、免許を取得するためには教育実
習を行う必要があります。教育実習は法律により、中学校免許に
は5単位、高等学校免許には3単位の修得が必要です。
　「教育実習指導�」（1単位）、「教育実習指導�A（4単位）」もし
くは「教育実習指導�B（2単位）」にて、教育実習の事前指導、実
習および事後指導を行います。
　中学校・高等学校での教育実習は、実習校での�規の教育活
動の中で行�れます。実習生であっても、自覚と責任を持って参加
し、実習期間全体を通して教育活動に専念するように心がけてく
ださい。

�������教育��

　都�府�が設置している公立学校の教員を採用するための試験
です。
　本学では教員採用試験対策として、2��に3年生を対象とした3
学舎合同採用試験対策、また8��に4年生を対象とした2次試験
対策講座、教職進路指導員による個別指導など学生のニーズに
�った対策を行っています。

4������教員����

　教職カル�とは、学生自身が教職課程の授業の中で何を学んだ
のかを�り�るとともに、今後どのような学修が必要なのかを考え
るための��かりにしてもらうための資料です。2年生前期から学
期�に作成し、自身の学びに活用します。

1���教職�������
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�
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教 員を目指��と�ったきっかけ
教育のなかで、生徒たちの「やってみたい！」という前のめりな

気持ちを�き出したいと思ったからです。教職課程の講�にお

いて、�年は子どもたちの能動性のなさや自信のなさがデータ

から��されていることを知りました。同時に、自主的にしてい

た学生�ラン�ィアでもその現状を目の当たりにしました。私

はその理�として「��しても大��」という安心を子どもた

ちが体感できていないことにあると考えました。そこで教員と

いう立場で、生徒が安心しての�める「�戦への体験」を充実

させ、今後の人生で活かせるような力として�得してほしいと

思いました。

これか�教 員を目指す�さん�
これからの過程を通して、�さんがもつ�力がさらに�

かれると思います。また自己研�に�むほど自分に�り

ないものに気づき、自信を�って悩んだりすることが�

えると思います。でも安心してください。それは「学びの

成長�」です！�ッと�えて、全力で目の前のことに取り

組めば、�と回り大きな自分にきっと出会えます。�ら

ず、一�ずつ�実に�や目標へ進んでください。同時に

その�を支えてくださる�護者の方や先生方、そして仲

間という��の方々への感�を大切に、日々の大学生活

を�しんでください。

所属学部：文学部日本語日本文学科�2023年度卒
出身高校：京都府立���高等学校
採 用 先：京都府公立高等学校（国語科）�� 都 心さんの��間

龍谷大学�� 生

※教職課程に��する学生は、2年生から年度ごとに10�000�の履修料を�入
します（4年次までで合計30�000�を�入）。�入された教職課程履修料は、
教職課程の指導を充実させるために活用します。（個別指導体制の充実、参考
資料の�入等）

龍谷大学の
教職課程とは？

Q�.

Q�. どんな教員が教えてくれるの？
サポート体制は？

Q�. 採用試験に向けての
情報収集や履修状況・
進路についての相談は
どこですれば良い？

Q�.どんな教員免許状が取得できるの？

佛教大学通信教育課程との提携により、本学在学中に

「佛教大学通信教育課程特別科目等履修生」として、小

学校教諭免許状を取得するために必要な単位を修得

する制度です。本制度への参加を希望する場合は、本

学卒業に必要な単位の修得および本学教職課程にお

いて中学校教諭一種免許状や高等学校教諭一種免許

状の取得のほかに、佛教大学で定められた小学校教諭

一種免許状に必要な単位を修得する必要があります。

小学校教諭免許状取得支援制度

京都連合教職大学院は、京都教育大学が基幹大学となり本学を含む私立大学で設置された、確かな学術的理論と教育実践力、豊かな知性と感性を

兼ね備えた資質の高い教師を育てるための研究科です。連合参加大学である本学には、同研究科への特別推薦制度があります。

京都教育大学大学院連合教職実践研究科（京都連合教職大学院）

教員採用試験対策講座を受けてみての感想
　私は、教員採用試験対策講座を受けて、
教員になるための知識技能を得るだけで
なく、人間としても成長することができた
と実感しています。学部学科をこえ、同じ
志を持つ仲間との出会いによって、自分一
人では決して気づくことのできなかった自
分の強みや弱みを知りました。そして、より
具体的に自分の教育観を構築することが

でき、教員になりたい思いがより一層強くなりました。また、試験に対す
る不安や自分に自信がなく落ち込んだ時でも、講座で出会った仲間
が支えとなり、頑張ろうと前向きな姿勢を取り戻すことができました。
教職課程の教員、また教職進路指導員はどんな存在か
　先生たちは、常に私たちをサポートしてくださり、学びの機会を提供
してくれる存在です。教員を目指す中でさまざまな悩みを抱きました
が、親身になって話を聞いてくださりました。また、面接や小論文に関
しても、専門的な視点からアドバイスをしてくださり、私たちに新たな
気づきを与えてくださいました。

龍谷大学の教職課程とは？Q1.
A1. 専門性・社会性・実践的指導力に富む「良心的で優秀な教員」の輩出を理念としています。

養成講座

どんな教員が教えてくれるの？ サポート体制は？Q3.
A3. 分野における専門性を持った教員が丁寧に指導します。また、「教職進路指導員」を配置し、

手厚い指導を行います。

採用試験に向けての情報収集や履修状況・進路についての相談はどこですれば良い？Q4.
A4.「教職センター」を大宮・深草・瀬田の各学舎に配置し、常にフォローできる体制を整えています。

どんな教員免許状が取得できるの？Q2.

　龍谷大学教職センターでは、建学の精神に基づき「真実を求め、真実に生き、真実を顕かにする」ことのできる人間を育成すると
いう本学の教育理念・目的のもと、「専門性・社会性・実践的指導力に富む良心的で優秀な教員の輩出」を理念とし、豊かな人間
性と高い倫理観を備え、社会的責務に対する自覚を有する教師を育成することを目標に掲げています。

　『教育職員免許法』に定める法律上の最低修得単位は表1の
とおりです。そのほかに、『教育職員免許法』第5条および『教育
職員免許法施行規則』第66条の6に定める「日本国憲法」2単
位、「体育」2単位、「外国語コミュニケーション」2単位、「数理、
データ活用及び人工知能に関する科目」2単位または「情報機
器の操作」2単位が必要です。
　また、中学校の普通免許状の授与を受けようとする者は、「小
学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許
法の特例等に関する法律」に定める「介護等体験」が必要です。
本学の「介護等体験」（2単位）がこれにあたります。（表2参照）

実際の教育現場や採用現場を知る、中学校や高等学
校での校長経験者や、教育委員会での勤務経験者を

「教職進路指導員」として配置し、主に教員採用試験を
控えた3年生、4年生を対象に個別指導（エントリー
シート添削、論文指導、面接練習など）や各種対策講
座を行っています。

※「教師力養成講座」：京都府教育委員会主催の演習講座。教員採用後に即戦
力となり得る教師力を養成します。「教師力養成講座」を良好な成績で修了
した学生は、京都府教育委員会の採用試験において大学推薦特別選考の対
象者となります。

「教員養成サポートセミナー」とは　
　教員を目指す大学生が学校現場での部活動や体育祭などを通し
て理論と実践を結び付け、実践的指導力を身に付けていくことを目
指して、京都府教育委員会と本学が連携して実施する教職インター
ンシップです。

〈「教員養成サポートセミナー」の特徴〉
●演習校において、専任の指導教員が1名配置され、きめ細やかな

指導を受けることができます。
●授業・学級活動（ホームルーム等、クラス担任の業務補助含む）・

学校行事などさまざまな演習を行うことができます。
●「教員養成サポートセミナー」修了者は、京都府「教師力養成講座」

の出願資格が得られます。

■ 教職センター設立の趣旨（理念）

教職課程担当教員

■ 本学で教員免許状を取得するには

私の担当する授業では、教職（教員の仕事）
はどのようなものか、どのような教師が求
められているのか、理想の教師像などにつ
いて考え、議論する中で、個々の学生が、自
己実現に向けて主体的に授業に取り組ん
でいます。今日的な教育課題を取り扱い、
多様な考え方を共有することで実践的な
教師を目指しています。「教師になりたい」
という熱意に誠意をもって応えます。

いつも学生に、“チェンジしよう！”と言って
います。例えば、先生が「ここ大切だから、
覚えておこうね」と親切な言葉かけをした
とします。でもそれが、“ヒドゥン・カリキュ
ラム”として生徒にどのような意図せぬ影響
を与えるでしょう？見る側から見られる側
へ、授業を受ける側からつくる側へ。“先生
になる”ではなく、“いい先生になる”ことを
めざして、学んでいきましょう。

藤原 実咲さん（国際学部）

京都府教育委員会との連携による
「教員養成サポートセミナー」

龍谷大学　校友会学校園支部　教龍会

　教龍会は、1995年に教壇で活躍する龍谷大学卒業生で構成され
る組織です。現在は龍谷大学校友会職域支部の一つとして、教員とし
て活躍する卒業生の親睦を深めることをはじめ、教員を志望する在
学生と会員との交流を活動の大きな柱として、下記のような活動を
行っています。
　•総会、実践交流会、在学生と卒業生との交流会（年数回開催）
　•機関誌「黒板を背にして」の発行
　•懇親会 

3年生の声履修生の声

オススメの教職センター活用方法
を教えてください
　私の活用法を3点オススメします。
　まずは教員採用試験対策講座で
す。試験に合格するために何をした
ら良いのか全く分からない3年生の
時から、自分のキャンパス担当の教
職進路指導員の先生から熱心に指

導してもらったり、教職を目指す仲間と高め合いながら試験対
策することができました。
　次に教職センターの資料を最大限に利用することです。教科
書や過去問を閲覧したり、先輩方の受験報告書を読むことで面
接のヒントをもらったりできます。
　最後に自分のキャンパス以外の教員採用試験対策講座に積
極的に参加することです。4年生になり、先輩方からの指導がな
くなり伸び悩んでいた時期に他キャンパスに行き、他キャンパス
の指導員の先生に個人面談してもらったり、他教科を受験する仲
間から面接や模擬授業を評価してもらうことで成長できました。

河部 蒼眞さん（先端理工学部）

寺田 実さん
（文学部 2011年度卒業）

4年生（合格者）の声

　学生時代、私は将来像を思い描けませ
んでした。その時に参加したのが卒業生の
現職教員が集まる教龍会でした。先輩方
の前向きな姿勢や言葉が輝かしく、勇気
をもらいました。あれから12年が経ち、今
度は「先輩」として教龍会に所属していま
す。教員のやりがい、働く喜びを後輩に伝
えていきます。

卒業生の声

なぜ「小 学 校教 諭 免許状 取得支 援制度」に興味を

持ったか

　小学校教育は日常生活と各教科の基礎を育むもの

です。そのような人格形成において重要な時期に子ど

もたちの成長を支援することができる教員になりた

いと考え、小学校教諭免許状取得支援制度を受講す

ることを決めました。また、龍谷大学で情報交換会が

開かれることも受講を決めるきっかけとなりました。

　そこで学舎を超えて仲間を作ることができ、教員採用試験の勉強を一緒にする

ことができるので受講してよかったと思います。

下田 竜聖さん（文学部）

❶～❸を基盤として
より高い実践的指導力を

発揮できる教師

確かな専門的知識と
広く豊かな教養を
身につけた教師

❶

人間の成長・発達
について深い理解力を

もつ教師

❷ 生徒に対する
教育的愛情、教育者

としての使命感を
体現できる教師

❸

良心的で
優秀な教員

教職進路指導員とは

さまざまな機会を通じて、地域の学校、教育委員会、そして卒業生を含
む現職教員などとの交流を促進することで、学校教育の発展に貢献す
ることを目指しています。

交流・支援機能

各学部との連携を深めながら、本学の教職課程の改善と充実に努めて
います。また、小学校教諭免許状取得支援制度や連合教職大学院への
運営を積極的に展開するとともに、教職課程に関する諸事業の全学的
な支援・協力体制の充実、ならびに学外関係機関との一層の連携協力
の促進や学生指導の強化を図り、更なる質の向上を目指しています。

教員養成機能

教職センターでは、主な対象を学内者とする「教員養成機能」と、学外者を対象とする「交流・支援機能」を有しています。学校現場が抱える諸課題・ニー
ズを的確に捉え、それらを教職課程の充実・発展にフィードバックするなど、相互に機能することにより、教職に係る総合的な充実を目指しています。

教職センターの機能

龍谷大学 教職センター

教職センター（大宮） 教職センター（瀬田）教職センター（深草）

大宮学舎

実践真宗学研究科

心理学部

文学部・同研究科

瀬田学舎

農学部・同研究科

社会学部・同研究科

先端理工学部・同研究科

深草学舎

短期大学部

政策学部・同研究科

経営学部・同研究科

国際学部・同研究科

法学部・同研究科

経済学部・同研究科

教職センターは各学部・各大学院（研究科）を横断する組織で、各学舎に窓口が置かれています。

中本 和彦 教授（法学部）
担当教科：社会・地理歴史・公民

橋本 雅子 教授（短期大学部）

A2.
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（2024年度入学生に対応しています）

中学校・高等学校の各種教科に関する教員免許状が取得できます。
※取得可能な免許教科は所属学部・学科によります。

詳細は「履修要項別冊教職課程ガイドブック」に記載しています。

●多賀 優 教授（農学部）
　担当教科：理科
●須原 洋次 教授（文学部）
　担当教科：社会・地理歴史・公民

●長嶺 寿宣 教授（国際学部）
　担当教科：英語
●中谷 昇 教授（社会学部）
　担当教科：社会・地理歴史・公民

●札埜 和男 准教授（文学部）
　 担当教科：国語
●船田 智史 教授（政策学部）
　担当：連合教職大学院

［表1］

科目および科目群［表2］

+

+

教職に関する科目

教科に関する科目 必修単位を含む最低修得単位数は
教科ごとに異なります。

「介護等体験」  2単位※2

+

+

「日本国憲法」  2単位
「体育」   2単位※1

「外国語コミュニケーション」   2単位
「情報機器の操作」 2単位

上記各区分2単位以上修得し、
合計8単位以上必修

本学指定の必修科目 「人権論A」または「人権論B」 2単位

「教育職員免許法施行規則」
第66条の6に定める科目

介護等体験に関する科目

●大西 俊弘 教授（先端理工学部）
　担当教科：数学 

担当科目：「教職論」 
　　　　  「総合的な学習の時間・
　　　　　特別活動論」等

※1 一部の学部、学科は3単位必修　※2 中学校教諭免許状取得者必修

免許状の種類 基礎資格 最低修得
単位数

中学校
教諭

専修 修士の学位を有すること
（※大学院に1年以上在学し30単位以上修得した場合を含む） 83

一種 学士の学位を有すること 59

高等学校
教諭

専修 修士の学位を有すること
（※大学院に1年以上在学し30単位以上修得した場合を含む） 83

一種 学士の学位を有すること 59



�本学で教職課程を履修するための�備として、1年生向けの�
�会を計�回（5�・10�・1�）実施します。
　��会では、教職課程履修の流れや、教職課程履修料※につ
いての��など、今後の教職課程履修を進めるにあたっての�
意事項や、事務�からの連�事項を�内します。
　その他、12�には小学校教諭免許状取得支援制度��会を
実施します。

 ���1���12��1�教職����会

　2年生より本格的に教職に関する科目の履修がスタートします。
「教職論」「学校教育社会学」「生徒・進路指導論」といった�教員に

なるための基本的な資質の向上を目的とした科目�を履修すること
で、教員に必要なスキルを身につけます。

4��教職����履修��

　介護等体験とは、特別支援学校及び社会��施設等における
介護等の体験活動のことです。特別支援学校2日間、社会��施設
等5日間、計�日間の体験が�務付けられており、�務教育に�事
する者が、�がい者や高�者に対する介護や交流をとおして、個人
の��及び社会連�の理念に関する知識を深め、教員としての資
質の向上を図り、�務教育の一層の充実を期することを目的とし
ています。
　本学においては、中学校教諭免許状取得希望者の必修となって
います。体験に先立って、前年度から��会や講演会などの事前指
導があるため、必ずす�てに参加するようにしてください。

������������

　『教育職員免許法』に基づき、免許を取得するためには教育実
習を行う必要があります。教育実習は法律により、中学校免許に
は5単位、高等学校免許には3単位の修得が必要です。
　「教育実習指導�」（1単位）、「教育実習指導�A（4単位）」もし
くは「教育実習指導�B（2単位）」にて、教育実習の事前指導、実
習および事後指導を行います。
　中学校・高等学校での教育実習は、実習校での�規の教育活
動の中で行�れます。実習生であっても、自覚と責任を持って参加
し、実習期間全体を通して教育活動に専念するように心がけてく
ださい。

�������教育��

　都�府�が設置している公立学校の教員を採用するための試験
です。
　本学では教員採用試験対策として、2��に3年生を対象とした3
学舎合同採用試験対策、また8��に4年生を対象とした2次試験
対策講座、教職進路指導員による個別指導など学生のニーズに
�った対策を行っています。

4������教員����

　教職カル�とは、学生自身が教職課程の授業の中で何を学んだ
のかを�り�るとともに、今後どのような学修が必要なのかを考え
るための��かりにしてもらうための資料です。2年生前期から学
期�に作成し、自身の学びに活用します。

1���教職�������

�
��

�
��

�
��

�
��

� つ のQ . の �え は 中 � を � �� � �

教 員を目指��と�ったきっかけ
教育のなかで、生徒たちの「やってみたい！」という前のめりな

気持ちを�き出したいと思ったからです。教職課程の講�にお

いて、�年は子どもたちの能動性のなさや自信のなさがデータ

から��されていることを知りました。同時に、自主的にしてい

た学生�ラン�ィアでもその現状を目の当たりにしました。私

はその理�として「��しても大��」という安心を子どもた

ちが体感できていないことにあると考えました。そこで教員と

いう立場で、生徒が安心しての�める「�戦への体験」を充実

させ、今後の人生で活かせるような力として�得してほしいと

思いました。

これか�教 員を目指す�さん�
これからの過程を通して、�さんがもつ�力がさらに�

かれると思います。また自己研�に�むほど自分に�り

ないものに気づき、自信を�って悩んだりすることが�

えると思います。でも安心してください。それは「学びの

成長�」です！�ッと�えて、全力で目の前のことに取り

組めば、�と回り大きな自分にきっと出会えます。�ら

ず、一�ずつ�実に�や目標へ進んでください。同時に

その�を支えてくださる�護者の方や先生方、そして仲

間という��の方々への感�を大切に、日々の大学生活

を�しんでください。

所属学部：文学部日本語日本文学科�2023年度卒
出身高校：京都府立���高等学校
採 用 先：京都府公立高等学校（国語科）�� 都 心さんの��間

龍谷大学�� 生

※教職課程に��する学生は、2年生から年度ごとに10�000�の履修料を�入
します（4年次までで合計30�000�を�入）。�入された教職課程履修料は、
教職課程の指導を充実させるために活用します。（個別指導体制の充実、参考
資料の�入等）

龍谷大学の
教職課程とは？

Q�.

Q�. どんな教員が教えてくれるの？
サポート体制は？

Q�. 採用試験に向けての
情報収集や履修状況・
進路についての相談は
どこですれば良い？

Q�.どんな教員免許状が取得できるの？

佛教大学通信教育課程との提携により、本学在学中に

「佛教大学通信教育課程特別科目等履修生」として、小

学校教諭免許状を取得するために必要な単位を修得

する制度です。本制度への参加を希望する場合は、本

学卒業に必要な単位の修得および本学教職課程にお

いて中学校教諭一種免許状や高等学校教諭一種免許

状の取得のほかに、佛教大学で定められた小学校教諭

一種免許状に必要な単位を修得する必要があります。

小学校教諭免許状取得支援制度

京都連合教職大学院は、京都教育大学が基幹大学となり本学を含む私立大学で設置された、確かな学術的理論と教育実践力、豊かな知性と感性を

兼ね備えた資質の高い教師を育てるための研究科です。連合参加大学である本学には、同研究科への特別推薦制度があります。

京都教育大学大学院連合教職実践研究科（京都連合教職大学院）

教員採用試験対策講座を受けてみての感想
　私は、教員採用試験対策講座を受けて、
教員になるための知識技能を得るだけで
なく、人間としても成長することができた
と実感しています。学部学科をこえ、同じ
志を持つ仲間との出会いによって、自分一
人では決して気づくことのできなかった自
分の強みや弱みを知りました。そして、より
具体的に自分の教育観を構築することが

でき、教員になりたい思いがより一層強くなりました。また、試験に対す
る不安や自分に自信がなく落ち込んだ時でも、講座で出会った仲間
が支えとなり、頑張ろうと前向きな姿勢を取り戻すことができました。
教職課程の教員、また教職進路指導員はどんな存在か
　先生たちは、常に私たちをサポートしてくださり、学びの機会を提供
してくれる存在です。教員を目指す中でさまざまな悩みを抱きました
が、親身になって話を聞いてくださりました。また、面接や小論文に関
しても、専門的な視点からアドバイスをしてくださり、私たちに新たな
気づきを与えてくださいました。

龍谷大学の教職課程とは？Q1.
A1. 専門性・社会性・実践的指導力に富む「良心的で優秀な教員」の輩出を理念としています。

養成講座

どんな教員が教えてくれるの？ サポート体制は？Q3.
A3. 分野における専門性を持った教員が丁寧に指導します。また、「教職進路指導員」を配置し、

手厚い指導を行います。

採用試験に向けての情報収集や履修状況・進路についての相談はどこですれば良い？Q4.
A4.「教職センター」を大宮・深草・瀬田の各学舎に配置し、常にフォローできる体制を整えています。

どんな教員免許状が取得できるの？Q2.

　龍谷大学教職センターでは、建学の精神に基づき「真実を求め、真実に生き、真実を顕かにする」ことのできる人間を育成すると
いう本学の教育理念・目的のもと、「専門性・社会性・実践的指導力に富む良心的で優秀な教員の輩出」を理念とし、豊かな人間
性と高い倫理観を備え、社会的責務に対する自覚を有する教師を育成することを目標に掲げています。

　『教育職員免許法』に定める法律上の最低修得単位は表1の
とおりです。そのほかに、『教育職員免許法』第5条および『教育
職員免許法施行規則』第66条の6に定める「日本国憲法」2単
位、「体育」2単位、「外国語コミュニケーション」2単位、「数理、
データ活用及び人工知能に関する科目」2単位または「情報機
器の操作」2単位が必要です。
　また、中学校の普通免許状の授与を受けようとする者は、「小
学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許
法の特例等に関する法律」に定める「介護等体験」が必要です。
本学の「介護等体験」（2単位）がこれにあたります。（表2参照）

実際の教育現場や採用現場を知る、中学校や高等学
校での校長経験者や、教育委員会での勤務経験者を

「教職進路指導員」として配置し、主に教員採用試験を
控えた3年生、4年生を対象に個別指導（エントリー
シート添削、論文指導、面接練習など）や各種対策講
座を行っています。

※「教師力養成講座」：京都府教育委員会主催の演習講座。教員採用後に即戦
力となり得る教師力を養成します。「教師力養成講座」を良好な成績で修了
した学生は、京都府教育委員会の採用試験において大学推薦特別選考の対
象者となります。

「教員養成サポートセミナー」とは　
　教員を目指す大学生が学校現場での部活動や体育祭などを通し
て理論と実践を結び付け、実践的指導力を身に付けていくことを目
指して、京都府教育委員会と本学が連携して実施する教職インター
ンシップです。

〈「教員養成サポートセミナー」の特徴〉
●演習校において、専任の指導教員が1名配置され、きめ細やかな

指導を受けることができます。
●授業・学級活動（ホームルーム等、クラス担任の業務補助含む）・

学校行事などさまざまな演習を行うことができます。
●「教員養成サポートセミナー」修了者は、京都府「教師力養成講座」

の出願資格が得られます。

■ 教職センター設立の趣旨（理念）

教職課程担当教員

■ 本学で教員免許状を取得するには

私の担当する授業では、教職（教員の仕事）
はどのようなものか、どのような教師が求
められているのか、理想の教師像などにつ
いて考え、議論する中で、個々の学生が、自
己実現に向けて主体的に授業に取り組ん
でいます。今日的な教育課題を取り扱い、
多様な考え方を共有することで実践的な
教師を目指しています。「教師になりたい」
という熱意に誠意をもって応えます。

いつも学生に、“チェンジしよう！”と言って
います。例えば、先生が「ここ大切だから、
覚えておこうね」と親切な言葉かけをした
とします。でもそれが、“ヒドゥン・カリキュ
ラム”として生徒にどのような意図せぬ影響
を与えるでしょう？見る側から見られる側
へ、授業を受ける側からつくる側へ。“先生
になる”ではなく、“いい先生になる”ことを
めざして、学んでいきましょう。

藤原 実咲さん（国際学部）

京都府教育委員会との連携による
「教員養成サポートセミナー」

龍谷大学　校友会学校園支部　教龍会

　教龍会は、1995年に教壇で活躍する龍谷大学卒業生で構成され
る組織です。現在は龍谷大学校友会職域支部の一つとして、教員とし
て活躍する卒業生の親睦を深めることをはじめ、教員を志望する在
学生と会員との交流を活動の大きな柱として、下記のような活動を
行っています。
　•総会、実践交流会、在学生と卒業生との交流会（年数回開催）
　•機関誌「黒板を背にして」の発行
　•懇親会 

3年生の声履修生の声

オススメの教職センター活用方法
を教えてください
　私の活用法を3点オススメします。
　まずは教員採用試験対策講座で
す。試験に合格するために何をした
ら良いのか全く分からない3年生の
時から、自分のキャンパス担当の教
職進路指導員の先生から熱心に指

導してもらったり、教職を目指す仲間と高め合いながら試験対
策することができました。
　次に教職センターの資料を最大限に利用することです。教科
書や過去問を閲覧したり、先輩方の受験報告書を読むことで面
接のヒントをもらったりできます。
　最後に自分のキャンパス以外の教員採用試験対策講座に積
極的に参加することです。4年生になり、先輩方からの指導がな
くなり伸び悩んでいた時期に他キャンパスに行き、他キャンパス
の指導員の先生に個人面談してもらったり、他教科を受験する仲
間から面接や模擬授業を評価してもらうことで成長できました。

河部 蒼眞さん（先端理工学部）

寺田 実さん
（文学部 2011年度卒業）

4年生（合格者）の声

　学生時代、私は将来像を思い描けませ
んでした。その時に参加したのが卒業生の
現職教員が集まる教龍会でした。先輩方
の前向きな姿勢や言葉が輝かしく、勇気
をもらいました。あれから12年が経ち、今
度は「先輩」として教龍会に所属していま
す。教員のやりがい、働く喜びを後輩に伝
えていきます。

卒業生の声

なぜ「小 学 校教 諭 免許状 取得支 援制度」に興味を

持ったか

　小学校教育は日常生活と各教科の基礎を育むもの

です。そのような人格形成において重要な時期に子ど

もたちの成長を支援することができる教員になりた

いと考え、小学校教諭免許状取得支援制度を受講す

ることを決めました。また、龍谷大学で情報交換会が

開かれることも受講を決めるきっかけとなりました。

　そこで学舎を超えて仲間を作ることができ、教員採用試験の勉強を一緒にする

ことができるので受講してよかったと思います。

下田 竜聖さん（文学部）

❶～❸を基盤として
より高い実践的指導力を

発揮できる教師

確かな専門的知識と
広く豊かな教養を
身につけた教師

❶

人間の成長・発達
について深い理解力を

もつ教師

❷ 生徒に対する
教育的愛情、教育者

としての使命感を
体現できる教師

❸

良心的で
優秀な教員

教職進路指導員とは

さまざまな機会を通じて、地域の学校、教育委員会、そして卒業生を含
む現職教員などとの交流を促進することで、学校教育の発展に貢献す
ることを目指しています。

交流・支援機能

各学部との連携を深めながら、本学の教職課程の改善と充実に努めて
います。また、小学校教諭免許状取得支援制度や連合教職大学院への
運営を積極的に展開するとともに、教職課程に関する諸事業の全学的
な支援・協力体制の充実、ならびに学外関係機関との一層の連携協力
の促進や学生指導の強化を図り、更なる質の向上を目指しています。

教員養成機能

教職センターでは、主な対象を学内者とする「教員養成機能」と、学外者を対象とする「交流・支援機能」を有しています。学校現場が抱える諸課題・ニー
ズを的確に捉え、それらを教職課程の充実・発展にフィードバックするなど、相互に機能することにより、教職に係る総合的な充実を目指しています。

教職センターの機能

龍谷大学 教職センター

教職センター（大宮） 教職センター（瀬田）教職センター（深草）

大宮学舎

実践真宗学研究科

心理学部

文学部・同研究科

瀬田学舎

農学部・同研究科

社会学部・同研究科

先端理工学部・同研究科

深草学舎

短期大学部

政策学部・同研究科

経営学部・同研究科

国際学部・同研究科

法学部・同研究科

経済学部・同研究科

教職センターは各学部・各大学院（研究科）を横断する組織で、各学舎に窓口が置かれています。

中本 和彦 教授（法学部）
担当教科：社会・地理歴史・公民

橋本 雅子 教授（短期大学部）
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（2024年度入学生に対応しています）

中学校・高等学校の各種教科に関する教員免許状が取得できます。
※取得可能な免許教科は所属学部・学科によります。

詳細は「履修要項別冊教職課程ガイドブック」に記載しています。

●多賀 優 教授（農学部）
　担当教科：理科
●須原 洋次 教授（文学部）
　担当教科：社会・地理歴史・公民

●長嶺 寿宣 教授（国際学部）
　担当教科：英語
●中谷 昇 教授（社会学部）
　担当教科：社会・地理歴史・公民

●札埜 和男 准教授（文学部）
　 担当教科：国語
●船田 智史 教授（政策学部）
　担当：連合教職大学院

［表1］

科目および科目群［表2］

+

+

教職に関する科目

教科に関する科目 必修単位を含む最低修得単位数は
教科ごとに異なります。

「介護等体験」  2単位※2

+

+

「日本国憲法」  2単位
「体育」   2単位※1

「外国語コミュニケーション」   2単位
「情報機器の操作」 2単位

上記各区分2単位以上修得し、
合計8単位以上必修

本学指定の必修科目 「人権論A」または「人権論B」 2単位

「教育職員免許法施行規則」
第66条の6に定める科目

介護等体験に関する科目

●大西 俊弘 教授（先端理工学部）
　担当教科：数学 

担当科目：「教職論」 
　　　　  「総合的な学習の時間・
　　　　　特別活動論」等

※1 一部の学部、学科は3単位必修　※2 中学校教諭免許状取得者必修



�本学で教職課程を履修するための�備として、1年生向けの�
�会を計�回（5�・10�・1�）実施します。
　��会では、教職課程履修の流れや、教職課程履修料※につ
いての��など、今後の教職課程履修を進めるにあたっての�
意事項や、事務�からの連�事項を�内します。
　その他、12�には小学校教諭免許状取得支援制度��会を
実施します。

 ���1���12��1�教職����会

　2年生より本格的に教職に関する科目の履修がスタートします。
「教職論」「学校教育社会学」「生徒・進路指導論」といった�教員に

なるための基本的な資質の向上を目的とした科目�を履修すること
で、教員に必要なスキルを身につけます。

4��教職����履修��

　介護等体験とは、特別支援学校及び社会��施設等における
介護等の体験活動のことです。特別支援学校2日間、社会��施設
等5日間、計�日間の体験が�務付けられており、�務教育に�事
する者が、�がい者や高�者に対する介護や交流をとおして、個人
の��及び社会連�の理念に関する知識を深め、教員としての資
質の向上を図り、�務教育の一層の充実を期することを目的とし
ています。
　本学においては、中学校教諭免許状取得希望者の必修となって
います。体験に先立って、前年度から��会や講演会などの事前指
導があるため、必ずす�てに参加するようにしてください。

������������

　『教育職員免許法』に基づき、免許を取得するためには教育実
習を行う必要があります。教育実習は法律により、中学校免許に
は5単位、高等学校免許には3単位の修得が必要です。
　「教育実習指導�」（1単位）、「教育実習指導�A（4単位）」もし
くは「教育実習指導�B（2単位）」にて、教育実習の事前指導、実
習および事後指導を行います。
　中学校・高等学校での教育実習は、実習校での�規の教育活
動の中で行�れます。実習生であっても、自覚と責任を持って参加
し、実習期間全体を通して教育活動に専念するように心がけてく
ださい。

�������教育��

　都�府�が設置している公立学校の教員を採用するための試験
です。
　本学では教員採用試験対策として、2��に3年生を対象とした3
学舎合同採用試験対策、また8��に4年生を対象とした2次試験
対策講座、教職進路指導員による個別指導など学生のニーズに
�った対策を行っています。

4������教員����

　教職カル�とは、学生自身が教職課程の授業の中で何を学んだ
のかを�り�るとともに、今後どのような学修が必要なのかを考え
るための��かりにしてもらうための資料です。2年生前期から学
期�に作成し、自身の学びに活用します。

1���教職�������

�
��

�
��

�
��

�
��

� つ のQ . の �え は 中 � を � �� � �

教 員を目指��と�ったきっかけ
教育のなかで、生徒たちの「やってみたい！」という前のめりな

気持ちを�き出したいと思ったからです。教職課程の講�にお

いて、�年は子どもたちの能動性のなさや自信のなさがデータ

から��されていることを知りました。同時に、自主的にしてい

た学生�ラン�ィアでもその現状を目の当たりにしました。私

はその理�として「��しても大��」という安心を子どもた

ちが体感できていないことにあると考えました。そこで教員と

いう立場で、生徒が安心しての�める「�戦への体験」を充実

させ、今後の人生で活かせるような力として�得してほしいと

思いました。

これか�教 員を目指す�さん�
これからの過程を通して、�さんがもつ�力がさらに�

かれると思います。また自己研�に�むほど自分に�り

ないものに気づき、自信を�って悩んだりすることが�

えると思います。でも安心してください。それは「学びの

成長�」です！�ッと�えて、全力で目の前のことに取り

組めば、�と回り大きな自分にきっと出会えます。�ら

ず、一�ずつ�実に�や目標へ進んでください。同時に

その�を支えてくださる�護者の方や先生方、そして仲

間という��の方々への感�を大切に、日々の大学生活

を�しんでください。

所属学部：文学部日本語日本文学科�2023年度卒
出身高校：京都府立���高等学校
採 用 先：京都府公立高等学校（国語科）�� 都 心さんの��間

龍谷大学�� 生

※教職課程に��する学生は、2年生から年度ごとに10�000�の履修料を�入
します（4年次までで合計30�000�を�入）。�入された教職課程履修料は、
教職課程の指導を充実させるために活用します。（個別指導体制の充実、参考
資料の�入等）

龍谷大学の
教職課程とは？

Q�.

Q�. どんな教員が教えてくれるの？
サポート体制は？

Q�. 採用試験に向けての
情報収集や履修状況・
進路についての相談は
どこですれば良い？

Q�.どんな教員免許状が取得できるの？

佛教大学通信教育課程との提携により、本学在学中に

「佛教大学通信教育課程特別科目等履修生」として、小

学校教諭免許状を取得するために必要な単位を修得

する制度です。本制度への参加を希望する場合は、本

学卒業に必要な単位の修得および本学教職課程にお

いて中学校教諭一種免許状や高等学校教諭一種免許

状の取得のほかに、佛教大学で定められた小学校教諭

一種免許状に必要な単位を修得する必要があります。

小学校教諭免許状取得支援制度

京都連合教職大学院は、京都教育大学が基幹大学となり本学を含む私立大学で設置された、確かな学術的理論と教育実践力、豊かな知性と感性を

兼ね備えた資質の高い教師を育てるための研究科です。連合参加大学である本学には、同研究科への特別推薦制度があります。

京都教育大学大学院連合教職実践研究科（京都連合教職大学院）

教員採用試験対策講座を受けてみての感想
　私は、教員採用試験対策講座を受けて、
教員になるための知識技能を得るだけで
なく、人間としても成長することができた
と実感しています。学部学科をこえ、同じ
志を持つ仲間との出会いによって、自分一
人では決して気づくことのできなかった自
分の強みや弱みを知りました。そして、より
具体的に自分の教育観を構築することが

でき、教員になりたい思いがより一層強くなりました。また、試験に対す
る不安や自分に自信がなく落ち込んだ時でも、講座で出会った仲間
が支えとなり、頑張ろうと前向きな姿勢を取り戻すことができました。
教職課程の教員、また教職進路指導員はどんな存在か
　先生たちは、常に私たちをサポートしてくださり、学びの機会を提供
してくれる存在です。教員を目指す中でさまざまな悩みを抱きました
が、親身になって話を聞いてくださりました。また、面接や小論文に関
しても、専門的な視点からアドバイスをしてくださり、私たちに新たな
気づきを与えてくださいました。

龍谷大学の教職課程とは？Q1.
A1. 専門性・社会性・実践的指導力に富む「良心的で優秀な教員」の輩出を理念としています。

養成講座

どんな教員が教えてくれるの？ サポート体制は？Q3.
A3. 分野における専門性を持った教員が丁寧に指導します。また、「教職進路指導員」を配置し、

手厚い指導を行います。

採用試験に向けての情報収集や履修状況・進路についての相談はどこですれば良い？Q4.
A4.「教職センター」を大宮・深草・瀬田の各学舎に配置し、常にフォローできる体制を整えています。

どんな教員免許状が取得できるの？Q2.

　龍谷大学教職センターでは、建学の精神に基づき「真実を求め、真実に生き、真実を顕かにする」ことのできる人間を育成すると
いう本学の教育理念・目的のもと、「専門性・社会性・実践的指導力に富む良心的で優秀な教員の輩出」を理念とし、豊かな人間
性と高い倫理観を備え、社会的責務に対する自覚を有する教師を育成することを目標に掲げています。

　『教育職員免許法』に定める法律上の最低修得単位は表1の
とおりです。そのほかに、『教育職員免許法』第5条および『教育
職員免許法施行規則』第66条の6に定める「日本国憲法」2単
位、「体育」2単位、「外国語コミュニケーション」2単位、「数理、
データ活用及び人工知能に関する科目」2単位または「情報機
器の操作」2単位が必要です。
　また、中学校の普通免許状の授与を受けようとする者は、「小
学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許
法の特例等に関する法律」に定める「介護等体験」が必要です。
本学の「介護等体験」（2単位）がこれにあたります。（表2参照）

実際の教育現場や採用現場を知る、中学校や高等学
校での校長経験者や、教育委員会での勤務経験者を

「教職進路指導員」として配置し、主に教員採用試験を
控えた3年生、4年生を対象に個別指導（エントリー
シート添削、論文指導、面接練習など）や各種対策講
座を行っています。

※「教師力養成講座」：京都府教育委員会主催の演習講座。教員採用後に即戦
力となり得る教師力を養成します。「教師力養成講座」を良好な成績で修了
した学生は、京都府教育委員会の採用試験において大学推薦特別選考の対
象者となります。

「教員養成サポートセミナー」とは　
　教員を目指す大学生が学校現場での部活動や体育祭などを通し
て理論と実践を結び付け、実践的指導力を身に付けていくことを目
指して、京都府教育委員会と本学が連携して実施する教職インター
ンシップです。

〈「教員養成サポートセミナー」の特徴〉
●演習校において、専任の指導教員が1名配置され、きめ細やかな

指導を受けることができます。
●授業・学級活動（ホームルーム等、クラス担任の業務補助含む）・

学校行事などさまざまな演習を行うことができます。
●「教員養成サポートセミナー」修了者は、京都府「教師力養成講座」

の出願資格が得られます。

■ 教職センター設立の趣旨（理念）

教職課程担当教員

■ 本学で教員免許状を取得するには

私の担当する授業では、教職（教員の仕事）
はどのようなものか、どのような教師が求
められているのか、理想の教師像などにつ
いて考え、議論する中で、個々の学生が、自
己実現に向けて主体的に授業に取り組ん
でいます。今日的な教育課題を取り扱い、
多様な考え方を共有することで実践的な
教師を目指しています。「教師になりたい」
という熱意に誠意をもって応えます。

いつも学生に、“チェンジしよう！”と言って
います。例えば、先生が「ここ大切だから、
覚えておこうね」と親切な言葉かけをした
とします。でもそれが、“ヒドゥン・カリキュ
ラム”として生徒にどのような意図せぬ影響
を与えるでしょう？見る側から見られる側
へ、授業を受ける側からつくる側へ。“先生
になる”ではなく、“いい先生になる”ことを
めざして、学んでいきましょう。

藤原 実咲さん（国際学部）

京都府教育委員会との連携による
「教員養成サポートセミナー」

龍谷大学　校友会学校園支部　教龍会

　教龍会は、1995年に教壇で活躍する龍谷大学卒業生で構成され
る組織です。現在は龍谷大学校友会職域支部の一つとして、教員とし
て活躍する卒業生の親睦を深めることをはじめ、教員を志望する在
学生と会員との交流を活動の大きな柱として、下記のような活動を
行っています。
　•総会、実践交流会、在学生と卒業生との交流会（年数回開催）
　•機関誌「黒板を背にして」の発行
　•懇親会 

3年生の声履修生の声

オススメの教職センター活用方法
を教えてください
　私の活用法を3点オススメします。
　まずは教員採用試験対策講座で
す。試験に合格するために何をした
ら良いのか全く分からない3年生の
時から、自分のキャンパス担当の教
職進路指導員の先生から熱心に指

導してもらったり、教職を目指す仲間と高め合いながら試験対
策することができました。
　次に教職センターの資料を最大限に利用することです。教科
書や過去問を閲覧したり、先輩方の受験報告書を読むことで面
接のヒントをもらったりできます。
　最後に自分のキャンパス以外の教員採用試験対策講座に積
極的に参加することです。4年生になり、先輩方からの指導がな
くなり伸び悩んでいた時期に他キャンパスに行き、他キャンパス
の指導員の先生に個人面談してもらったり、他教科を受験する仲
間から面接や模擬授業を評価してもらうことで成長できました。

河部 蒼眞さん（先端理工学部）

寺田 実さん
（文学部 2011年度卒業）

4年生（合格者）の声

　学生時代、私は将来像を思い描けませ
んでした。その時に参加したのが卒業生の
現職教員が集まる教龍会でした。先輩方
の前向きな姿勢や言葉が輝かしく、勇気
をもらいました。あれから12年が経ち、今
度は「先輩」として教龍会に所属していま
す。教員のやりがい、働く喜びを後輩に伝
えていきます。

卒業生の声

なぜ「小 学 校教 諭 免許状 取得支 援制度」に興味を

持ったか

　小学校教育は日常生活と各教科の基礎を育むもの

です。そのような人格形成において重要な時期に子ど

もたちの成長を支援することができる教員になりた

いと考え、小学校教諭免許状取得支援制度を受講す

ることを決めました。また、龍谷大学で情報交換会が

開かれることも受講を決めるきっかけとなりました。

　そこで学舎を超えて仲間を作ることができ、教員採用試験の勉強を一緒にする

ことができるので受講してよかったと思います。

下田 竜聖さん（文学部）

❶～❸を基盤として
より高い実践的指導力を

発揮できる教師

確かな専門的知識と
広く豊かな教養を
身につけた教師

❶

人間の成長・発達
について深い理解力を

もつ教師

❷ 生徒に対する
教育的愛情、教育者

としての使命感を
体現できる教師

❸

良心的で
優秀な教員

教職進路指導員とは

さまざまな機会を通じて、地域の学校、教育委員会、そして卒業生を含
む現職教員などとの交流を促進することで、学校教育の発展に貢献す
ることを目指しています。

交流・支援機能

各学部との連携を深めながら、本学の教職課程の改善と充実に努めて
います。また、小学校教諭免許状取得支援制度や連合教職大学院への
運営を積極的に展開するとともに、教職課程に関する諸事業の全学的
な支援・協力体制の充実、ならびに学外関係機関との一層の連携協力
の促進や学生指導の強化を図り、更なる質の向上を目指しています。

教員養成機能

教職センターでは、主な対象を学内者とする「教員養成機能」と、学外者を対象とする「交流・支援機能」を有しています。学校現場が抱える諸課題・ニー
ズを的確に捉え、それらを教職課程の充実・発展にフィードバックするなど、相互に機能することにより、教職に係る総合的な充実を目指しています。

教職センターの機能

龍谷大学 教職センター

教職センター（大宮） 教職センター（瀬田）教職センター（深草）

大宮学舎

実践真宗学研究科

心理学部

文学部・同研究科

瀬田学舎

農学部・同研究科

社会学部・同研究科

先端理工学部・同研究科

深草学舎

短期大学部

政策学部・同研究科

経営学部・同研究科

国際学部・同研究科

法学部・同研究科

経済学部・同研究科

教職センターは各学部・各大学院（研究科）を横断する組織で、各学舎に窓口が置かれています。

中本 和彦 教授（法学部）
担当教科：社会・地理歴史・公民

橋本 雅子 教授（短期大学部）

A2.
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（2024年度入学生に対応しています）

中学校・高等学校の各種教科に関する教員免許状が取得できます。
※取得可能な免許教科は所属学部・学科によります。

詳細は「履修要項別冊教職課程ガイドブック」に記載しています。

●多賀 優 教授（農学部）
　担当教科：理科
●須原 洋次 教授（文学部）
　担当教科：社会・地理歴史・公民

●長嶺 寿宣 教授（国際学部）
　担当教科：英語
●中谷 昇 教授（社会学部）
　担当教科：社会・地理歴史・公民

●札埜 和男 准教授（文学部）
　 担当教科：国語
●船田 智史 教授（政策学部）
　担当：連合教職大学院

［表1］

科目および科目群［表2］

+

+

教職に関する科目

教科に関する科目 必修単位を含む最低修得単位数は
教科ごとに異なります。

「介護等体験」  2単位※2

+

+

「日本国憲法」  2単位
「体育」   2単位※1

「外国語コミュニケーション」   2単位
「情報機器の操作」 2単位

上記各区分2単位以上修得し、
合計8単位以上必修

本学指定の必修科目 「人権論A」または「人権論B」 2単位

「教育職員免許法施行規則」
第66条の6に定める科目

介護等体験に関する科目

●大西 俊弘 教授（先端理工学部）
　担当教科：数学 

担当科目：「教職論」 
　　　　  「総合的な学習の時間・
　　　　　特別活動論」等

※1 一部の学部、学科は3単位必修　※2 中学校教諭免許状取得者必修



�本学で教職課程を履修するための�備として、1年生向けの�
�会を計�回（5�・10�・1�）実施します。
　��会では、教職課程履修の流れや、教職課程履修料※につ
いての��など、今後の教職課程履修を進めるにあたっての�
意事項や、事務�からの連�事項を�内します。
　その他、12�には小学校教諭免許状取得支援制度��会を
実施します。

 ���1���12��1�教職����会

　2年生より本格的に教職に関する科目の履修がスタートします。
「教職論」「学校教育社会学」「生徒・進路指導論」といった�教員に

なるための基本的な資質の向上を目的とした科目�を履修すること
で、教員に必要なスキルを身につけます。

4��教職����履修��

　介護等体験とは、特別支援学校及び社会��施設等における
介護等の体験活動のことです。特別支援学校2日間、社会��施設
等5日間、計�日間の体験が�務付けられており、�務教育に�事
する者が、�がい者や高�者に対する介護や交流をとおして、個人
の��及び社会連�の理念に関する知識を深め、教員としての資
質の向上を図り、�務教育の一層の充実を期することを目的とし
ています。
　本学においては、中学校教諭免許状取得希望者の必修となって
います。体験に先立って、前年度から��会や講演会などの事前指
導があるため、必ずす�てに参加するようにしてください。

������������

　『教育職員免許法』に基づき、免許を取得するためには教育実
習を行う必要があります。教育実習は法律により、中学校免許に
は5単位、高等学校免許には3単位の修得が必要です。
　「教育実習指導�」（1単位）、「教育実習指導�A（4単位）」もし
くは「教育実習指導�B（2単位）」にて、教育実習の事前指導、実
習および事後指導を行います。
　中学校・高等学校での教育実習は、実習校での�規の教育活
動の中で行�れます。実習生であっても、自覚と責任を持って参加
し、実習期間全体を通して教育活動に専念するように心がけてく
ださい。

�������教育��

　都�府�が設置している公立学校の教員を採用するための試験
です。
　本学では教員採用試験対策として、2��に3年生を対象とした3
学舎合同採用試験対策、また8��に4年生を対象とした2次試験
対策講座、教職進路指導員による個別指導など学生のニーズに
�った対策を行っています。

4������教員����

　教職カル�とは、学生自身が教職課程の授業の中で何を学んだ
のかを�り�るとともに、今後どのような学修が必要なのかを考え
るための��かりにしてもらうための資料です。2年生前期から学
期�に作成し、自身の学びに活用します。

1���教職�������

�
��

�
��

�
��

�
��

� つ のQ . の �え は 中 � を � �� � �

教 員を目指��と�ったきっかけ
教育のなかで、生徒たちの「やってみたい！」という前のめりな

気持ちを�き出したいと思ったからです。教職課程の講�にお

いて、�年は子どもたちの能動性のなさや自信のなさがデータ

から��されていることを知りました。同時に、自主的にしてい

た学生�ラン�ィアでもその現状を目の当たりにしました。私

はその理�として「��しても大��」という安心を子どもた

ちが体感できていないことにあると考えました。そこで教員と

いう立場で、生徒が安心しての�める「�戦への体験」を充実

させ、今後の人生で活かせるような力として�得してほしいと

思いました。

これか�教 員を目指す�さん�
これからの過程を通して、�さんがもつ�力がさらに�

かれると思います。また自己研�に�むほど自分に�り

ないものに気づき、自信を�って悩んだりすることが�

えると思います。でも安心してください。それは「学びの

成長�」です！�ッと�えて、全力で目の前のことに取り

組めば、�と回り大きな自分にきっと出会えます。�ら

ず、一�ずつ�実に�や目標へ進んでください。同時に

その�を支えてくださる�護者の方や先生方、そして仲

間という��の方々への感�を大切に、日々の大学生活

を�しんでください。

所属学部：文学部日本語日本文学科�2023年度卒
出身高校：京都府立���高等学校
採 用 先：京都府公立高等学校（国語科）�� 都 心さんの��間

龍谷大学�� 生

※教職課程に��する学生は、2年生から年度ごとに10�000�の履修料を�入
します（4年次までで合計30�000�を�入）。�入された教職課程履修料は、
教職課程の指導を充実させるために活用します。（個別指導体制の充実、参考
資料の�入等）

龍谷大学の
教職課程とは？

Q�.

Q�. どんな教員が教えてくれるの？
サポート体制は？

Q�. 採用試験に向けての
情報収集や履修状況・
進路についての相談は
どこですれば良い？

Q�.どんな教員免許状が取得できるの？

佛教大学通信教育課程との提携により、本学在学中に

「佛教大学通信教育課程特別科目等履修生」として、小

学校教諭免許状を取得するために必要な単位を修得

する制度です。本制度への参加を希望する場合は、本

学卒業に必要な単位の修得および本学教職課程にお

いて中学校教諭一種免許状や高等学校教諭一種免許

状の取得のほかに、佛教大学で定められた小学校教諭

一種免許状に必要な単位を修得する必要があります。

小学校教諭免許状取得支援制度

京都連合教職大学院は、京都教育大学が基幹大学となり本学を含む私立大学で設置された、確かな学術的理論と教育実践力、豊かな知性と感性を

兼ね備えた資質の高い教師を育てるための研究科です。連合参加大学である本学には、同研究科への特別推薦制度があります。

京都教育大学大学院連合教職実践研究科（京都連合教職大学院）

教員採用試験対策講座を受けてみての感想
　私は、教員採用試験対策講座を受けて、
教員になるための知識技能を得るだけで
なく、人間としても成長することができた
と実感しています。学部学科をこえ、同じ
志を持つ仲間との出会いによって、自分一
人では決して気づくことのできなかった自
分の強みや弱みを知りました。そして、より
具体的に自分の教育観を構築することが

でき、教員になりたい思いがより一層強くなりました。また、試験に対す
る不安や自分に自信がなく落ち込んだ時でも、講座で出会った仲間
が支えとなり、頑張ろうと前向きな姿勢を取り戻すことができました。
教職課程の教員、また教職進路指導員はどんな存在か
　先生たちは、常に私たちをサポートしてくださり、学びの機会を提供
してくれる存在です。教員を目指す中でさまざまな悩みを抱きました
が、親身になって話を聞いてくださりました。また、面接や小論文に関
しても、専門的な視点からアドバイスをしてくださり、私たちに新たな
気づきを与えてくださいました。

龍谷大学の教職課程とは？Q1.
A1. 専門性・社会性・実践的指導力に富む「良心的で優秀な教員」の輩出を理念としています。

養成講座

どんな教員が教えてくれるの？ サポート体制は？Q3.
A3. 分野における専門性を持った教員が丁寧に指導します。また、「教職進路指導員」を配置し、

手厚い指導を行います。

採用試験に向けての情報収集や履修状況・進路についての相談はどこですれば良い？Q4.
A4.「教職センター」を大宮・深草・瀬田の各学舎に配置し、常にフォローできる体制を整えています。

どんな教員免許状が取得できるの？Q2.

　龍谷大学教職センターでは、建学の精神に基づき「真実を求め、真実に生き、真実を顕かにする」ことのできる人間を育成すると
いう本学の教育理念・目的のもと、「専門性・社会性・実践的指導力に富む良心的で優秀な教員の輩出」を理念とし、豊かな人間
性と高い倫理観を備え、社会的責務に対する自覚を有する教師を育成することを目標に掲げています。

　『教育職員免許法』に定める法律上の最低修得単位は表1の
とおりです。そのほかに、『教育職員免許法』第5条および『教育
職員免許法施行規則』第66条の6に定める「日本国憲法」2単
位、「体育」2単位、「外国語コミュニケーション」2単位、「数理、
データ活用及び人工知能に関する科目」2単位または「情報機
器の操作」2単位が必要です。
　また、中学校の普通免許状の授与を受けようとする者は、「小
学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許
法の特例等に関する法律」に定める「介護等体験」が必要です。
本学の「介護等体験」（2単位）がこれにあたります。（表2参照）

実際の教育現場や採用現場を知る、中学校や高等学
校での校長経験者や、教育委員会での勤務経験者を

「教職進路指導員」として配置し、主に教員採用試験を
控えた3年生、4年生を対象に個別指導（エントリー
シート添削、論文指導、面接練習など）や各種対策講
座を行っています。

※「教師力養成講座」：京都府教育委員会主催の演習講座。教員採用後に即戦
力となり得る教師力を養成します。「教師力養成講座」を良好な成績で修了
した学生は、京都府教育委員会の採用試験において大学推薦特別選考の対
象者となります。

「教員養成サポートセミナー」とは　
　教員を目指す大学生が学校現場での部活動や体育祭などを通し
て理論と実践を結び付け、実践的指導力を身に付けていくことを目
指して、京都府教育委員会と本学が連携して実施する教職インター
ンシップです。

〈「教員養成サポートセミナー」の特徴〉
●演習校において、専任の指導教員が1名配置され、きめ細やかな

指導を受けることができます。
●授業・学級活動（ホームルーム等、クラス担任の業務補助含む）・

学校行事などさまざまな演習を行うことができます。
●「教員養成サポートセミナー」修了者は、京都府「教師力養成講座」

の出願資格が得られます。

■ 教職センター設立の趣旨（理念）

教職課程担当教員

■ 本学で教員免許状を取得するには

私の担当する授業では、教職（教員の仕事）
はどのようなものか、どのような教師が求
められているのか、理想の教師像などにつ
いて考え、議論する中で、個々の学生が、自
己実現に向けて主体的に授業に取り組ん
でいます。今日的な教育課題を取り扱い、
多様な考え方を共有することで実践的な
教師を目指しています。「教師になりたい」
という熱意に誠意をもって応えます。

いつも学生に、“チェンジしよう！”と言って
います。例えば、先生が「ここ大切だから、
覚えておこうね」と親切な言葉かけをした
とします。でもそれが、“ヒドゥン・カリキュ
ラム”として生徒にどのような意図せぬ影響
を与えるでしょう？見る側から見られる側
へ、授業を受ける側からつくる側へ。“先生
になる”ではなく、“いい先生になる”ことを
めざして、学んでいきましょう。

藤原 実咲さん（国際学部）

京都府教育委員会との連携による
「教員養成サポートセミナー」

龍谷大学　校友会学校園支部　教龍会

　教龍会は、1995年に教壇で活躍する龍谷大学卒業生で構成され
る組織です。現在は龍谷大学校友会職域支部の一つとして、教員とし
て活躍する卒業生の親睦を深めることをはじめ、教員を志望する在
学生と会員との交流を活動の大きな柱として、下記のような活動を
行っています。
　•総会、実践交流会、在学生と卒業生との交流会（年数回開催）
　•機関誌「黒板を背にして」の発行
　•懇親会 

3年生の声履修生の声

オススメの教職センター活用方法
を教えてください
　私の活用法を3点オススメします。
　まずは教員採用試験対策講座で
す。試験に合格するために何をした
ら良いのか全く分からない3年生の
時から、自分のキャンパス担当の教
職進路指導員の先生から熱心に指

導してもらったり、教職を目指す仲間と高め合いながら試験対
策することができました。
　次に教職センターの資料を最大限に利用することです。教科
書や過去問を閲覧したり、先輩方の受験報告書を読むことで面
接のヒントをもらったりできます。
　最後に自分のキャンパス以外の教員採用試験対策講座に積
極的に参加することです。4年生になり、先輩方からの指導がな
くなり伸び悩んでいた時期に他キャンパスに行き、他キャンパス
の指導員の先生に個人面談してもらったり、他教科を受験する仲
間から面接や模擬授業を評価してもらうことで成長できました。

河部 蒼眞さん（先端理工学部）

寺田 実さん
（文学部 2011年度卒業）

4年生（合格者）の声

　学生時代、私は将来像を思い描けませ
んでした。その時に参加したのが卒業生の
現職教員が集まる教龍会でした。先輩方
の前向きな姿勢や言葉が輝かしく、勇気
をもらいました。あれから12年が経ち、今
度は「先輩」として教龍会に所属していま
す。教員のやりがい、働く喜びを後輩に伝
えていきます。

卒業生の声

なぜ「小 学 校教 諭 免許状 取得支 援制度」に興味を

持ったか

　小学校教育は日常生活と各教科の基礎を育むもの

です。そのような人格形成において重要な時期に子ど

もたちの成長を支援することができる教員になりた

いと考え、小学校教諭免許状取得支援制度を受講す

ることを決めました。また、龍谷大学で情報交換会が

開かれることも受講を決めるきっかけとなりました。

　そこで学舎を超えて仲間を作ることができ、教員採用試験の勉強を一緒にする

ことができるので受講してよかったと思います。

下田 竜聖さん（文学部）

❶～❸を基盤として
より高い実践的指導力を

発揮できる教師

確かな専門的知識と
広く豊かな教養を
身につけた教師

❶

人間の成長・発達
について深い理解力を

もつ教師

❷ 生徒に対する
教育的愛情、教育者

としての使命感を
体現できる教師

❸

良心的で
優秀な教員

教職進路指導員とは

さまざまな機会を通じて、地域の学校、教育委員会、そして卒業生を含
む現職教員などとの交流を促進することで、学校教育の発展に貢献す
ることを目指しています。

交流・支援機能

各学部との連携を深めながら、本学の教職課程の改善と充実に努めて
います。また、小学校教諭免許状取得支援制度や連合教職大学院への
運営を積極的に展開するとともに、教職課程に関する諸事業の全学的
な支援・協力体制の充実、ならびに学外関係機関との一層の連携協力
の促進や学生指導の強化を図り、更なる質の向上を目指しています。

教員養成機能

教職センターでは、主な対象を学内者とする「教員養成機能」と、学外者を対象とする「交流・支援機能」を有しています。学校現場が抱える諸課題・ニー
ズを的確に捉え、それらを教職課程の充実・発展にフィードバックするなど、相互に機能することにより、教職に係る総合的な充実を目指しています。

教職センターの機能

龍谷大学 教職センター

教職センター（大宮） 教職センター（瀬田）教職センター（深草）

大宮学舎

実践真宗学研究科

心理学部

文学部・同研究科

瀬田学舎

農学部・同研究科

社会学部・同研究科

先端理工学部・同研究科

深草学舎

短期大学部

政策学部・同研究科

経営学部・同研究科

国際学部・同研究科

法学部・同研究科

経済学部・同研究科

教職センターは各学部・各大学院（研究科）を横断する組織で、各学舎に窓口が置かれています。

中本 和彦 教授（法学部）
担当教科：社会・地理歴史・公民

橋本 雅子 教授（短期大学部）

A2.
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（2024年度入学生に対応しています）

中学校・高等学校の各種教科に関する教員免許状が取得できます。
※取得可能な免許教科は所属学部・学科によります。

詳細は「履修要項別冊教職課程ガイドブック」に記載しています。

●多賀 優 教授（農学部）
　担当教科：理科
●須原 洋次 教授（文学部）
　担当教科：社会・地理歴史・公民

●長嶺 寿宣 教授（国際学部）
　担当教科：英語
●中谷 昇 教授（社会学部）
　担当教科：社会・地理歴史・公民

●札埜 和男 准教授（文学部）
　 担当教科：国語
●船田 智史 教授（政策学部）
　担当：連合教職大学院

［表1］

科目および科目群［表2］

+

+

教職に関する科目

教科に関する科目 必修単位を含む最低修得単位数は
教科ごとに異なります。

「介護等体験」  2単位※2

+

+

「日本国憲法」  2単位
「体育」   2単位※1

「外国語コミュニケーション」   2単位
「情報機器の操作」 2単位

上記各区分2単位以上修得し、
合計8単位以上必修

本学指定の必修科目 「人権論A」または「人権論B」 2単位

「教育職員免許法施行規則」
第66条の6に定める科目

介護等体験に関する科目

●大西 俊弘 教授（先端理工学部）
　担当教科：数学 

担当科目：「教職論」 
　　　　  「総合的な学習の時間・
　　　　　特別活動論」等

※1 一部の学部、学科は3単位必修　※2 中学校教諭免許状取得者必修
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Education
 Programs

Teacher

龍谷大学　教職課程のご案内

2023年度 教員採用試験

現役合格者数　67名（※延べ人数・本学調べ）

教員免許状取得者数　277名（※実人数・3学舎合計）

教員免許状取得件数
（※延べ件数・一括申請件数をもとに算出） 603件

いい先生になる

2023年度 卒業生

龍谷大学  教職センター
https://www.ryukoku.ac.jp/faculty/kyoshoku/

〈お問い合わせ先〉

特別支援一種 栄養一種

8
※2021年度
　入学生まで

5

高校一種

国語 地理歴史 公民 数学 理科 情報 農業 工業 商業 英語 宗教 合計

30 100 78 23 44 5 14 3 1 26 5 329

（単位 ／ 件）中学一種

国語 社会 数学 理科 英語 宗教 合計

27 112 23 44 25 4 235

（単位 ／ 件）

中学専修

国語 数学 理科 英語 宗教 合計

2 2 3 5 1 13

（単位 ／ 件） 高校専修

国語 数学 理科 英語 宗教 合計

2 2 3 5 1 13

（単位 ／ 件）

中学校

自治体 / 教科 国語 社会 数学 理科 英語

東京都 2

石川県 1

岐阜県 1 1

静岡市 1

滋賀県 1 1 2 1

京都府 1 2

京都市 1

大阪府 2 1 1 1

神戸市 1

奈良県 1 1 1 1

和歌山県 1

山口県 1

高知県 1

福岡県 1 1 2 1

大分県 1

小計 6 8 8 6 6

合計 34

（単位 ／ 名） 高等学校

自治体 / 教科 国語 地理歴史 数学 理科 情報 農業 工業 英語

埼玉県 1

東京都 1 1

神奈川県 1

石川県 1

滋賀県 1 1 1 2 1 1

京都府 1 1 1 1

大阪府 1 1

兵庫県 1

愛媛県 1

福岡市 1

小計 3 6 1 5 1 2 1 2

合計 21

（単位 ／ 名）

その他
自治体 / 教科 小学校 特別支援

東京都 1
滋賀県 1 4
京都府 1 3
京都市 1
大阪府 1

小計 4 8
合計 12

（単位 ／ 名）

神戸市・東京都については中高一括採用のため、中学校にて人数カウント


